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秋田工業ラグビー部の創立ЮO周年を迎えられたこと、心よりお慶び申し上げます。

また、ЮO周年記念誌への寄稿という名誉ある機会を与えていただきましたことにお礼申し上げ
ます。私は男鹿市

船川第一小学校3年生からラグピーを始めて、船川中、秋田工業、専修大学、東芝ブ
レイカレーパス、現在の國學院

大學ラグピー部監督まで、一貫してラグビーに接触して過ごせていることは、今振り返
ってみますと自分の考えや行

動、人間教育と伝統を承継する責任を教えて頂いた秋田工業ラグビー部での生活
が原点、基盤の1つICなっていると

思っており、ラグピーと深い関わりを持たせてくれた秋田工業と恩師である黒澤先生
には心より感謝申し上げます。

当時を思い返しますと、とにかく走りまくった毎日のノ`―ド練習と何よりも厳し
い夏1合宿が思い出されます。夏合宿の

テーマは「限界へのツζ戦～己をためせ～」グランドIC掲げた横断幕を前に、永遠
と走り続ける「どんと'ん」と「ランパ

ス」、やっと「ランパス」10本を走り終えたと思いきや、黒澤監督より11本日「 1回戦、大舘鳳鳴
!」、12本目「準決

勝、金足農業 !」、13本目「決勝、男鹿工業 !」 と3本の追加本数を走り、「これで花園子選優勝す
るぞ!」 と愛のある

言葉と厳しいトレーエングから精神力と闘争心を鍛えてもらいました。これは試合
の残り10分、相手もキツイ時間帯

からさらに最大限の力を発揮させる為、またチームのモチベーションを落ときず常に花園予選|を想定
させながら精神

面と闘争心を鍛える方法であると、教える立場になって改めて黒澤先生の明確な目標設定
と指導方針の奥深さを再

認識いたしました。合宿中に開催されるOB集合日にはOB先輩方とのゲームにて、何度も何度も
タックルしては跳ね返

され、トライを取るまで終わらないOBマッチ。OB先輩方は手加減もせず容赦なしに試合を行うのも夏合宿伝統
の1

つ。このように秋田工業の伝統の強さには普通の厳しさを求めておらず、ラグビーの醍醐味を理解
したうえで、勝つ為

に必要となる1番大切な厳しきのその先を求めており、伝統を繋ぐプライドと責任を持
って乗り越え受け継がれたか
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